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記

１．平成31年３月期　第２四半期累計期間個別業績予想と実績との差異（平成30年４月１日～平成30年９月30日）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株当たり

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

52,400 3,000 7,000 5,600 147.94

実　  　   　　　 績 　   (Ｂ) 53,424 4,205 8,760 6,984 184.52

増     減     額     (Ｂ－Ａ) 1,024 1,205 1,760 1,384 ―　

増　     減　     率  　（％） 2.0 40.2 25.2 24.7 ―　

（ご参考）前期第２四半期実績
（平成30年３月期第２四半期）

41,622 2,682 6,453 5,002 132.14

※当社は、平成30年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前事業年度の期首に

   当該株式併合が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。

２．平成31年3月期　通期連結業績予想数値の修正（平成30年4月1日～平成31年3月31日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

244,000 21,700 21,900 15,200 401.55

今  回  修  正  予  想  (Ｂ) 239,000 21,700 21,900 15,200 401.56

増     減     額     (Ｂ－Ａ) △5,000 ―　 ―　 ―　 ―　

増　     減　     率  　（％） △2.0 ―　 ―　 ―　 ―　

（ご参考）前期実績
（平成30年３月期）

215,716 20,694 21,743 14,666 387.44

※当社は、平成30年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に

  当該株式併合が行われたと仮定して、「１株当たり当期純利益」を算定しております。

３．差異および修正の理由

　　　第２四半期累計期間の個別業績につきましては、国内の景気が回復基調で推移したことや当社の生産性改善活動の

　効果などにより、売上高、営業利益、経常利益、四半期純利益ともに前回発表予想を上回りました。

      また、第２四半期累計期間の状況や海外連結子会社の大口案件の期ずれの影響等を踏まえ、通期連結業績予想の

　売上高につきましては、前回発表を下回る見込みとなりました。

※上記の業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき当社で判断した数値であり、実際の

　業績は今後の様々な要因 によって予想数値と異なる可能性があります。

以   上

平成30年10月31日

　　　　　　　　　　（コード番号６３７１　　東証　第１部）

前　回　発　表　予　想　(Ａ)
（平成30年７月27日 発表）

平成31年３月期第２四半期累計期間個別業績予想と実績との差異

前　回　発　表　予　想　(Ａ)
（平成30年５月10日 発表）

および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ

　平成30年５月10日に公表いたしました平成31年３月期(平成30年４月１日～平成31年３月31日)の第２四半期累計期間個
別業績予想と本日公表の実績につきまして、下記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたします。
　また、平成30年７月27日に公表いたしました平成31年３月期の通期連結業績予想につきまして、最近の業績動向等を踏
まえ、下記のとおり修正いたしましたので、併せてお知らせいたします。


